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月
盛
工
業
株
式
会
社 

八
尾
市

ボ
ト
ル
・
ス
タ
ッ
ド
の
製
造

月盛工業株式会社 24
JIS Q 9100

■主な事業内容
鉄 鋼 金 属製品ボル
ト・頭付きスタッドの
製造 等

住　所／〒581-0051
　　　　八尾市竹渕西5-6
ＴＥＬ／06-6709-6277
ＦＡＸ／06-6707-7244
創　業／昭和37年
設　立／昭和59年
資本金／1,000万円
従業員／30名

■主な取引先（納入先）
ネジ・ボルト専門商社 
等

昭和37年にアメリカ向け輸出メーカーとして創業しました。昭
和62年、私が代表に就いた後には国内専用工場として、現在
の八尾市に本社工場を移転しました。材料入手が困難なハイテ
ンボルト製造で積み上げた実績とノウハウを強みに、現在は高
力ボルトや頭付きスタッド等、今後は社会貢献に一役買うエコ
ボルトの製造・販売にも力を入れていく考えです。

野球でいうならば社員全員がピッチャー。「次の工程
はお客様」の意識で臨みます。また、社員は宝物です。

代表取締役 塩川 純一さん 

業務
内容

大
手
競
合
相
手
に
も

揺
る
が
ぬ
技
術
力

　

主
に
建
築
業
界
、
中
で
も
橋
桁
や
高
層
ビ

ル
等
の
鋼
構
造
物
建
設
に
用
い
ら
れ
る
大
型

の
鉄
鋼
金
属
製
品
ボ
ル
ト
や
頭
付
き
ス
タ
ッ

ド
の
製
造
を
手
掛
け
る
月
盛
工
業
。

　

中
で
も
、
創
業
間
も
な
い
頃
か
ら
製
造
す

る
ハ
イ
テ
ン
ボ
ル
ト
は
、
材
料
の
入
手
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
競
合
は
い
ず

れ
も
大
手
の
高
炉
メ
ー
カ
ー
６
社
の
み
。
そ

こ
で
同
社
で
は
中
小
企
業
と
し
て
の
強
み
で

あ
る
「
小
回
り
の
良
さ
」
を
活
か
し
、
長
年

の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
少
な
い
人
員

で
大
量
生
産
が
可
能
な
体
制
を
構
築
し
た
。

　

主
力
商
品
で
あ
る
「
高
力
ト
ル
シ
ア
ー
ボ
ル

ト
」
に
お
い
て
も
、
国
内
の
競
合
は
い
ず
れ
も

製
鐵
高
炉
メ
ー
カ
ー
系
列
の
大
手
６
社
と
い

う
状
況
に
対
し
、
対
等
ど
こ
ろ
か
、
大
臣
認

定
を
取
得

す
る
等
、

独
自
の
技

術
力
で
市

場
性
を
訴

求
。
同
社

は
業
界
内

外
で
存
在

感
を
発
揮

す
る
こ
と

に
成
功
し

て
い
る
。

強み

他
社
の
追
随
を
許
さ
ぬ

抜
群
の
コ
ス
ト
競
争
力

　

国
内
の
ネ
ジ
製
造
企
業
は
１
万
社
を
超
す

と
い
う
業
界
に
あ
っ
て
、
競
合
が
大
手
の
数

社
の
み
と
い
う
状
況
は
極
め
て
希
有
。
同
社

が
現
在
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
築
く
に
あ
た
っ
て

常
に
意
識
し
て
き
た
こ
と
の
一
つ
が
「
特
長

あ
る
商
品
の
提
供
」
だ
。

　

大
阪
で
は
３
社
の
み
が
有
す
る
と
さ
れ
る

冷
間
圧
造
技
術
と
、
他
社
の
追
随
を
許
さ
ぬ

設
備
投
資
で
、
主
に
建
築
・
土
木
に
使
用
さ

れ
る
太
径
、
ロ
ン
グ
サ
イ
ズ
の
ボ
ル
ト
の
製

造
に
強
み
を
発
揮
。
さ
ら
に
徹
底
し
た
ム
ダ

の
削
減
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
削
減
に
も
成
功
し
、

抜
群
の
市
場
性
と
競
争
力
を
獲
得
し
た
。

納品
実績

品
質
と
実
績
が
買
わ
れ
て

単
独
受
注
納
入

　
「
高
力
ボ
ル
ト
」
し
か
り
「
頭
付
き
ス

タ
ッ
ド
」
し
か
り
、
同
社
の
製
品
は
い
ず
れ

も
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
や
旧
建
設
省
認
定
、
大
臣
認

定
を
取
得
。
品
質
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
と
長
年

の
実
績
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
が
評
価
さ

れ
、
大
規
模
工
事
で
の
単
独
受
注
納
入
も
目

立
つ
。
東
京
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
や
東
京
湾
ト

ン
ネ
ル
工
事
、
大
阪
・
八
尾
の
徳
洲
会
病
院

等
が
好
例
だ
。

今後の
展望

エ
コ
化
ア
イ
デ
ア
と

人
づ
く
り
を
推
進

　

同
社
が
推
進
す
る
「
ム
ダ
の
削
減
」
は
新

商
品
開
発
に
も
活
か
さ
れ
た
。
そ
れ
が
エ
コ

ボ
ル
ト
で
あ
り
、
従
来
の
同
サ
イ
ズ
ボ
ル
ト

と
比
較
し
て
９
％
も
鋼
材
使
用
量
を
削
減
し

な
が
ら
、
機
械
的
性
質
は
維
持
し
て
い
る
の

が
利
点
だ
。
近
年
、
建
設
業
界
で
も
高
ま
り

つ
つ
あ
る
エ
コ
意
識
を
い
ち
早
く
捉
え
た
製

品
で
あ
り
、
本
工
事
の
前
に
必
要
と
な
る
重

仮
設
事
業
に
お
け
る
需
要
を
確
実
に
見
込
め

る
。
実
用
新
案
も
登
録
済
み
で
、「
今
後
も

こ
う
し
た
エ
コ
化
ア
イ
デ
ア
を
発
信
し
て
い

く
と
共
に
、『
企
業
は
人
な
り
』
を
信
条
に
、

大
企
業
に
負
け
な
い
人
づ
く
り
に
注
力
し
て

い
き
た
い
」
と
塩
川
社
長
は
話
す
。

月つ
き

盛も
り

工
業 

株
式
会
社

自
由
な
発
想
力
を
も
と
に

競
争
力
と
エ
コ
化
を
推
進

コスト
相談

試作可
小ロット

量 産
対 応

当社のボトルのファイバーフロー画像（左）

少数精鋭の技術者が活躍する工場内

従来品は（サイズ22Ｘ65）鋼材重量290gでした。今回のエコボルトの重量は
264gと重量エコが９％出来ました。
叉製造工程、作業性も良く、工具の消耗も少なくなりました。

エコ型ボルト
六角抜き加工前

エコ型六角ボルト 今までの六角ボルト

エコボルト加工途中
の頭部アール状況

今回のエコ開発設計した
頭部アール状に削減した
エコ状態です。頭部深さ
4.5ｍ/アール直径約25
㎜の開発部分

従来のボルトで頭部
も通常の六角頭です。


